
歳入
自主財

源

依
存

財源

自主財源

43.1％依存財源

56.9％

■歳入 163億409万円■歳出 149億9,802万円

歳出

町税
36億9,148万円

民生費
52億9,545万円

土木費
24億8,031万円

教育費
20億5,777万円

総務費
22億403万円

公債費
9億9,316万円

衛生費
8億5,779万円

消防費
4億4,814万円

農林水産業費
2億7,534万円

議会費 1億3,214万円

地方交付税
22億1,763万円

分担金・負担金
3億5,431万円国庫支出金

20億6,262万円

県支出金
30億4,841万円

町債（借入金）
12億3,720万円

地方消費税交付金
5億9,936万円 その他②

1億1,688万円

繰入金
13億3,818万円

繰越金
11億1,913万円

その他①
5億1,890万円

その他
2億5,389万円

3 平成28年9月定例会　はえばる議会だより195号

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算

平成27年度 一般会計歳出149億9,802万円 　　　　 特別会計を含み歳出総額236億2,526万円

        黒字決算も国保      の赤字（約11億）に課題
 

普
通
建
設
事
業 

７
億
５
９
４
１
万
円
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額

歳　
入

歳　
出

　

一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入

１
６
３
億
４
０
9
万
円
で
26
年
度
よ
り

15
・
８
％
増
、歳
出
は
１
４
９
億
９
８
０

2
万
円
で
15
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入
…
自
主
財
源
は
対
前
年
度
比

10
億
７
３
３
８
万
円
増
と
な
り
ま
し

た
。
要
因
の
一
つ
に
、
昨
年
に
続
き

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
赤
字
を

補
填
す
る
た
め
基
金(

貯
金)

の
取
り
崩

し
等
に
よ
り
１
億
１
１
３
万
円(

８
・

２
％)

増
額
の
繰
入
金
が
あ
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
の
大

部
分
を
占
め
る
町
税
は
８
８
９
０
万

円(

２
・
５
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増
額
し
て
い
ま
す
。

依
存
財
源
は
対
前
年
比
11
億
５
６
７
4
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
認
可
保
育
園

の
定
員
増
に
よ
る
運
営
費
国
庫
負
担
金

の
増
や
、
町
内
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金
等
に
よ
り

国
庫
支
出
金
が
２
億
４
８
７
４
万
円

(

13
・
７
％)

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
出
…
４
歳
児
受
け
入
れ
の
た
め

幼
稚
園
園
舎
新
増
築
や
、
津
嘉
山

中
央
線
街
路
事
業
等
に
よ
り
普
通

建
設
事
業
が
７
億
５
９
４
１
万
円

(
37
・
２
％)

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

用語の説明
町税　　	 みなさまからの税金
繰入金	 町の貯金を下ろして使う金額
国・県支出金	 使う目的が決まっている国や県からの補助金
地方交付税	 自治体運営の均衡を保つため国から配分される金額
町債	 町の借金

民生費　お年寄りや児童福祉、保育所運営
土木費　道路や河川、公園の整備
総務費　職員人事や役場全体の管理
教育費　幼稚園・小中学校教育や生涯学習
公債費　借金（町債）の返済
衛生費　ごみ処理や予防接種

決算


